


　中国史の入門書とも言える「十八史略」を、陳舜臣

が小説風に焼き直したもの。もちろん日本語。

　もともと面白い中国の歴史が、ますます面白く読め

る。これを通読すれば、たちまち中国史の常識ができ､

おまけに多くの故事成語まで身についてしまうという

すぐれもの。

　全六巻とちょっと長いが、文庫版が出ているのでお

安く読めます。

　「線形代数」 の本は選ぶのに困るほど出版されてい

るが、この本を勧める理由は、比較的読み易く問題数

が豊富で、基礎的なことはほぼ述べられているからで

ある。

　 ｎ次の行列、行列式あるいは ｎ次元のベクトルを

扱っているが、「基礎線形代数」の授業と平行して読ん

でいけば分かりやすいと思う。授業で抜けているが是

非必要なのは 「ベクトル空間」 の概念だ。これは第４

章 「ベクトル空間と線形写像」 と第５章 「内積空間」

に述べられている。

　進学希望の学生は是非読んでおいて欲しいものであ

る。図書館にも置いてある。

　ブルーバックス高校理科検定外教科書シリーズの一

冊。これを教科書にして授業はできないのですが、読

み物として物理を楽しめるようになっています。

　物理の理解には全体を見渡す感覚が不可欠です。そ

の目的、また復習に最適です。

　高校物理の範囲なので欲求不満は残りますが、お薦

めの一冊です。

　英文法のルールについて、「なぜ？ を理解」 → 「基

礎を確認」→「より深く学習」をめざした参考書です｡

　英語ⅠＡ、ⅡＡでは様々な英文の読解をしていくわ

けですが、その中に出てくる基本的な文法項目を理解

し、身につけることが重要になります。

　各課のまとめにある重要文法項目について、Forest

の例文・解説を参照すれば、より理解が深まるはずです｡

　体育の授業中に教科書や参考書を頻繁に使用すると

いうことはありませんし、ましてや、家に帰ってから

「体育の予習や復習をしている」 という人は少ないと

思います （本当は少しぐらいして欲しいのですが…）｡

　しかし、「体を動かすこと」が好きな人、興味がある

人はたくさんいるはずです。この『体育の科学』で

は、毎回、競技スポーツや生涯スポーツ、社会体育な

どについての特集を組み （例えば 「スポーツの疲労と

予防策」、「歩行とランニングの科学」 など）、 最新の

研究や専門家の意見などを数多く掲載しています。

　「ぜひ読んでみたいっ！」 という人は、体育教官室

においてありますので、気軽に声をかけてください。

　当受験のための講習会が各県で開催されているが、

本参考書はこの時のテキストとして用いられているた

め、毎年新しく出版されている。

　学校の教科書に似ており、まず各分野ごとに説明が

記述してあり、その後多くの問題が載っているが、解

答の説明は簡単である。この本からよく出題されるよ

うであるが、書店では販売してないので、取り寄せる

必要がある。
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小説十八史略
著者：陳舜臣 ／ 出版社：講談社

数学科　本元　基司
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物理科　佐藤　誠
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著者：山本明利他 ／ 出版社：講談社
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総合英語Ｆｏｒｅｓｔ
著者：墺 タカユキ ／ 出版社：桐原書店

体育科　荒木　祥一

体育の科学
出版社：杏林書院

機械工学科　柴田　政勝

著者：藤本博之 ／ 出版社：向学院



　乙種４類危険物取扱者試験は

１．危険物に関する法令

２．基礎的な物理学及び基礎的な化学

３．危険物の性質並びにその火災予防及び消火の方法

の３分野から成っているが、本書ではこれらの分野に

ついて例題があり、それについて詳しい解説をしなが

ら内容を学ぶというスタイルをとっている。

　例題には試験の出題頻度が表示してあるため、どの

ような問題がよく出るかがわかるが、問題数が少ない

ため、他の問題集で実戦に備える必要がある。自分で

きちんと勉強するにはよい本である。

　私は企業で電気系統向けパワーエレクトロニクス機

器の開発・設計に携わっていたが、最初に購入したの

がこの本である。その後パワーエレクトロニクスに関

する１０冊ほどの書籍を購入したが、もっとも頼りに

なったのがこの本であった。

　３０年近く前に書かれた本なので最近の技術は書か

れていないが、最も基本となる実践的な要点がわかり

易く記載されており今でも折に触れて紐解いている。

本校図書館にも所蔵されている。

　燃料電池は発電技術の一種であるが、エネルギー問

題と環境問題に悩む２１世紀の地球を救う切り札にな

ると言われており、１０年後には今よりずいぶん身近

なものになっているはずである。この技術に関連して

いる科目は化学ⅠとⅡおよび発電工学である。

　ここで紹介した参考書は英語の原著が本校図書館に

あるが、数ある燃料電池の書籍のなかでも基礎的な記

述がもっともしっかりしている本である。日本語訳も

出版されているが、是非原書に挑戦してもらいたい。

　学生諸君が、今後勉強しなければならない重要な基

礎科目として、「物理」 があります。

　低学年では定期試験に、高学年では就職や進学の勉

強対策として。演習問題が多い、理工学現象をふまえ

ている、理解しやすい、よく身につくなど、理工学系

の学生諸君には非常に便利な参考書だと思います。是

非、購入してチャレンジしてみてください。

　中学校において学習した知識の上に立って、電気工

学に興味を持ち、進んで学習に入る気持ちになってス

ムーズに理解できるよう、懇切平易な説明がしてあ

り、また理解を深めるために図を豊富に用いて、例

題、問、練習問題、研究問題を随所におり込みながら

具体的に知識を習得できるようになっています。特

に、基本的な電気現象とその応用事項が発展的に学習

できるよう配慮してあります。

　電気の入門としておおいに役立つと思います。

　我が家にも猫が二匹おり、朝５時半に起こされエサ

をやるのが私の日課になっている。子供のころから犬

はよく飼っていたので分かるが、犬と比較すると猫は

あまり頭が良くない。脳の量でも犬の７割程度しかな

いらしく、可愛いけど （見た目ほど） 賢くない。とに

かくよく寝て、物忘れが激しいのが特徴だ。

　その猫でもわかるプログラミングだから本校の学生

には簡単すぎると思われるかも知れないが、意外と内

容が充実していてしかも分かり易い。以前からある

ホームページ（http://www.kumei.ne.jp/c_lang/）も楽し

いし、その他にもWindowsプログラミングやゲーム・

ネットワークプログラミングに関する書籍もあるので

参考にして欲しい。ただしポインタに関しては明らか

に説明不足なので次の本で補って欲しい。
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著者：今井孝二 ／ 出版社：電気書院
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わかりやすい電気基礎
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　Ｃ言語の学習で初心者から上級者へ移行するとき、

最大の難関がポインタである。私の講義でも時間の関

係から本当にさわりの部分しか紹介できず、場合に

よっては誤解したまま上級生になっていないだろうか

と懸念している。

　本書はそのポインタを中心にすえて、各種のテーマ

　私がお薦めする本は、村上由佳さんの 「天使の卵

（エンジェルス・エッグ）」です。現在、映画版が公開

されているので、原作と映画と両方楽しむことができ

ます。

　主人公の歩太と春妃の特別な状況の恋愛に共感した

り、どうなっていくのだろうと心配したり、のめり込

めました。次は映画版の 「天使の卵」 も監賞したいと

思います。

　あまり読書をしない人でも取っつきやすい、それほ

ど時間をかけずに読める本を紹介。太陽の塔などで知

られる芸術家・岡本太郎氏の名言を集めたものです。

　他の著書からの抜粋・再編集した言葉なので、真意

まで受け取れないかもしれません。でも、適当に開い

たページであっても、そこに書いてある言葉は心に響

くのではないでしょうか。特に元気がないときは。続

編(?)の『壁を破る言葉』も是非。

　壁を破って、強く生きましょう。

の解説が詳しくなされている。これを読めばＣ言語

（および一般的なプログラム） がメモリーをどのよう

に使っているかよく分かる。メモリーに自由にアクセ

スすることができるＣ言語の特徴を思う存分発揮する

ためには本書の理解が不可欠だろう。ただし、プログ

ラミングの基礎知識がなければ読み進む事が難しいの

で、上級者向けであることは確かだ。

　おすすめの本ですが、「論語」です。勿論、他にも推

薦したい本は沢山ありますが、学生にすすめるなら

ば、「論語」を挙げます。「論語」は教科書にもその一

部分が載っていると思いますが、全てを読んだことは

ないと思います。岩波書店から文庫で手軽に手に入り

ます。文庫は字が小さいのでお薦めは岩波のワイド版

文庫です。

　読み方は一度全てを読んでから、好きなところを繰

り返し読んだり、教科書に出ているところを探してみ

たりするのもいいでしょう。また声に出しながら読ん

でみるのも面白いと思います。傍に置いておいてふと

したときに適当に頁を繰ってみることもできます。

「論語」 は孔子の言葉を中心に集めたものですから、

どの頁から読んでも読むことができます。

　古臭い本で現代にそぐわないと思うかもしれません

が、歴史的に 「論語」 が日本の社会に与えてきた影響

は大きいはずです。そして、その影響は多かれ少なか

れ残っていると思うのです。ですから一度 「論語」 の

精神に触れてみるのは日本社会を理解するのに役に立

つかもしれません。また、「温故知新」という言葉もあ

ります。何か新しい発見があるかもしれません。
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情報工学科　寺元　貴幸

Ｃ言語ポインタ完全制覇
著者：前橋和弥 ／ 出版社：技術評論社

機械工学科　北條　智彦

著者：村山由佳 ／ 出版社：集英社

電子制御工学科　保田　俊行

強く生きる言葉
    

情報工学科　菊地　洋右

論語
著者：孔子、その弟子 ／ 出版社：岩波文庫他



　わたしが歴史をおもしろいと思ったのは、小説が

きっかけでした。

　トールキン『指輪物語』（評論社）はファンタジーで

すが、薄暗い雰囲気は中世ヨーロッパの香りです。サ

トクリフ『第九軍団のワシ』（岩波書店）も古代を舞台

にした有名な歴史小説ですね。日本の小説だと、堀田

善衛『路上の人』（新潮社）、辻邦生『安土往還記』（新

潮社）、『天草の雅歌』（新潮社）、 飯嶋和一『神無き月

十番目の夜』（小学館）でしょうか。それぞれ舞台は、

ヨーロッパ中世、戦国時代の信長、キリシタン弾圧、

秀吉の太閤検地です。あくまでこれらは小説なので、

本格的に歴史を勉強したいなら、川北稔『砂糖の世界

史』（岩波ジュニア新書） や『洒落者たちのイギリス

史：騎士の国から紳士の国へ』（平凡社ライブラ

リー）、若桑みどり『クアトロ・ラガッツィ：天正少年

使節と世界帝国』（集英社） がお薦めです。

　歴史を離れるなら、池澤夏樹『スティル・ライフ』

（中公文庫）、『未来圏からの風』（PARCO出版）。 蜃気

楼のような小説と、科学やテクノロジー、宗教や哲学

まで幅広いインタヴュー集。「全体」 を俯瞰する視点

を考えさせてくれます。最近だと海堂尊『チーム・バ

チスタの栄光』（宝島社） がおもしろかったですよ。

 “世間の人はややもすると、芳を千載に遺すとか、臭

を万世に流すとかいって、それを出処進退の標準にす

るが、そんなけちな了見で何ができるものか。”

 “男児世に処する、ただ誠意正心をもって現在に応す

るだけの事さ。事を遂げる者は、愚直でなければなら

ぬ。"

　この言葉の主、「勝海舟」は、志士から尊敬された異

色の幕臣で、坂本竜馬や西郷隆盛も惚れた男です。

　是非、ご一読ください。

This  book  is  about  the  life  and  music  of  Robert 

Schumann (1810-1856). The book presents a clear and

 vivid description of Schumann's life development as a 

master composer.  This book would be enjoyable  for 

anyone with an interest in music and history.

Robert Schumann was born in Saxony in Germany. 

He  lived  during  a  time  of  great  creativity  and   

innovation in music,  following Beethoven and others 

who  ushered  in  the  Romantic  period.  Schumann 

composed works for piano, lieder, chamber music and

 symphonies,  many  of  which  are  admired  today  for 

their for their beauty of from and depth of emotion.

Schumann was a  great  individualist.  He composed 

the kind of music he felt was important, and stated his

 opinions about other composers' works in a magazine 

about music,  called the  "Neue Zeitscrift  fu.. r Musik". 

Occasionally  his  frank  opinions  and  brash  ideas  got 

him into trouble,  and he authoritative  description of 

Schumann's  tribulations  and his  many  triumphs,  and 

also of the unfortunate end of his life.

　「素数ゼミ」 ってなんだ！と思われた方もいるかと

思います。「素数ゼミナール」ではなく「素数蝉」の意

味で、本書は子供から大人まで楽しめる科学読みもの

にまとめられています。

　ニュースにも登場したことがあるようですが、アメ

リカに１３年あるいは１７年に一度だけ何億匹も大量発

生し、数週間だけ凄い声で鳴き交わし死んでいく、へ

んてこなセミがいるようです。なぜ一遍に同じ場所で

大量発生するのか？ なぜこんなに長時間かけて成虫

になるのか？ そして、一番の疑問、なぜ素数の１３年

あるいは１７年なのか？

　何度もやって来た氷河期を生きるためのセミ達の習

慣。種の保存のための１つの進化論です。こんな奇妙

な 「素数ゼミの謎」 に日本の科学者が迫ります。
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社会科　中平　希

お薦めの本多種

電子制御工学科　奥山　圭一

氷川清和
著者：勝海舟 ／ 出版社：講談社学術文庫

英語科　Ｅｒｉｃ Ｒａｍｂｏ

著者：  ／ 出版社：

物理科　佐々井　祐二

素数ゼミの謎
著者：吉村仁 ／ 出版社：文藝春秋



　この本は、コンピュータそのものよりもむしろ、そ

れをとりまく人々の考え方や人生に当てられていま

す。その分専門的な記述は少なく、コンピュータに直

接関わってはいないものの、学業や仕事でコンピュー

タを利用しなければならない人々に特にお勧めです。

　多くの章で主に数学者の逸話が語られており、コン

ピュータの創造が数学の分野から始まったことが見て

とれます。

　チャールズ･バベッジやフォン･ノイマンの逸話は、

読み物としても面白いのではないかと思います。

　ググる、なんて言葉が出来るくらい検索サイトの代

名詞となったＧｏｏｇｌｅ（グーグル）。 それを分かりやす

く紹介しているのがこの本だ。

　この本ではＧｏｏｇｌｅ社の理念―――「グーグルが発見

した１０の真実」を元に、「ページランク」「２０％ルー

ル」「ロングテール」などの、グーグルの「すごい考え

方」 を誰もが理解できるよう解説している。

　この本を読めば、「神」とも「破壊者」とも呼ばれて

いるグーグルが、その実は素朴でエンジニアスピリッ

ツ溢れる集団であることが良く分かるだろう。そし

て、グーグルがなぜ素敵なのか見えて来るはずだ。

　機会があれば是非一度、この本を手に取ってグーグ

ルの 「すごさ」 に触れてほしい。

　この本の舞台はインターネットが普及しながらも、

まだパソコン通信が現役で使われている少し前の日

本。

　現代ＳＦ物語であり、第１０回日本ファンタジーノベ

ル大賞優秀賞受賞作品でもあります。

　主人公、神野俊幸はシステムエンジニアで、ある日

親友であるＡがＰＣ９８０１ＶＭを自室のアパートに残し

たまま失踪してしまう。主人公はＡの行方を捜すが、

行く手には青猫が待ち構え…

　発行が１９９８年でありパソコン通信など少し古いＩＴ

用語が使われているため （そのため本書は文芸書であ

りながら横書きで書かれている）、 古いパソコンに詳

しい方の方がより楽しめるかもしれません。もちろん

詳しくない方でも楽しめます。

　これはラングドン教授がとある事件に巻き込まれ、

ソフィーと一緒に様々な暗号を解いていく物語であ

る。

　フィボナッチ数列やアナグラムなど数々の象徴の群

れに紛れたメッセージを解き進んでいった先には、

ダ・ヴィンチが英知の限りを尽くして暗号を描き込ん

だ絵画〈最後の晩餐〉が現れる。これは有名な絵なの

で一度は見たことがあるのではないだろうか。

　さらにこの小説における芸術作品、建築物、文書、

秘密儀式に関する記述はすべて事実に基づいているの

で勉強になる。そして物語を読みながら多くの蘊蓄を

楽しめるのが魅力である。ダ・ヴィンチの偉大さを改

めて実感することができた。映画化され話題になった

が、映画以上に奥深いこの作品を是非一度読んでみて

ほしい。

　敢て問います、あなたはゲームが好きですか。そん

な謳い文句のこの本は、冒険をする少年のファンタ

ジーな物語ではなく、自分が本気になれる場所を

シューティングゲームの中に見つけた高校３年生 （こ

こ重要） の熱い戦いの記録です。

　彼の目標はただ一つ、ファーストプレイワンコイン

クリア、つまり初めてプレイするゲームを一度のゲー

ムオーバーもせずにクリアするというもの。正直 「受

験生が何やってるの？」 みたいな内容ですが、無性に

シューティングゲームにチャレンジしたくなるよう

な、そんな本です。
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情報工学科　滝沢　陽三

    

電子制御工学科３年　青木　邦生

グーグルのすごい考え方
著者：二村高史 ／ 出版社：三笠書房

電子制御工学科２年　三宅　佑磨

青猫の街
著者：涼元悠一 ／ 出版社：新潮社

情報工学科３年　山本　裕子

ダ・ヴィンチ・コード
    

情報工学科３年　守屋　建人

連射王
著者：川上　稔 ／ 出版社：メディアワークス



　太平洋戦争は日本にとって侵略戦争であったにもか

かわらず、被害者側の情報ばかりが多く、加害者側の

情報は、あまり表に出ていないと思います。

　いま全国に戦争体験を語り継ぎ、記録に留めようと

する運動が広がっています。その中で加害の史実こ

そ、戦争体験の中心として真っ先に記録されるべきで

あると思います。

　今年は終戦六十一周年です。そのためテレビやラジ

オでも実際の体験をもとにしたドラマや証言などを放

送しています。しかしほとんどが被害の側の話で、加害

の側の話は全くといっていいほど無かったと思います｡

　この本の主役である第七三一部隊のことは最近の山

陽新聞の一面にも載っていました。

　このようなことから僕はこの本を読み、読書感想文

として書こうと思いました。

　僕は初め読む前はそんなにたいした事を日本はして

いないだろうと思っていました。

　しかし、この本の内容は僕の予想をはるかに越えて

いました。それは旧ソ連軍兵士、中国人、韓国人の捕

虜を使った生体実験です。

　その中には、僕たちと同じくらいの歳の子供も含ま

れていたそうです。

　それらの人たちは、名前を奪われ、『マルタ』と言

う、材料を表す言葉で呼ばれていました。そして行わ

れた生体実験の内容は細菌兵器の製造ための実験だそ

うです。

　なぜこのようなことをしたのだろうかと僕は思いま

した。

　まず、当時の日本は戦争を行っていた、という時代

的背景があります。こうして時代状況は、少なくとも

以下の二つの点で重要と考えられます。

　ひとつは『お国』と『天皇陛下』のために戦い勝利

するということが至上目的となり、そのためにはどん

なことをしても許されるように思われた、ということ

です。細菌兵器や前線で役に立つ治療法の研究開発、

そして陸軍病院での『手術演習』は、『お国の勝利のた

め』『天皇陛下のため』という建前によって正当化さ

れていました。

　二つ目は、中国や朝鮮の軍事的支配は、中国や朝鮮

の人々を日常的に虐待し殺害することによって維持さ

れていたので、人体実験や生体解剖による殺害を、決

してやってはならない事とする倫理的判断力が失われ

る傾向にあったのだと思います。

　このように、戦争をしていると、現在の日本では考

えられないことをしてしまうというのです。やっては

いけない事、してはならない事を平気でやってしまう､

ということなのです。

　僕は、歴史の教科書でも、このようなことを大々的

に取り上げたほうがいいと思いました。日本がどれだ

けひどい事をしていたかということを、もっと今の子

供に教えたほうがいいと思います。

　戦争を二度と繰り返してはいけないと、元第七三一

部隊の隊員は言ったそうです。僕もそう思います。し

かし現実には世界のどこかで、戦争までは行かないけ

ど、紛争などが起こっています。そして、そのたびに

たくさんの人が犠牲になり、ほかの国からの信用が無

くなり、経済的にも大変な損害を与えます。

　そういうことがわかっているのになぜ人は争いごと

ばかりを繰り返すのかと、僕はこの本を読み、改めて

そう思いました。

　戦争時代に生きた人たちの証言をこれからも大切に

していきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　著　者　森村誠一

　　　　　　　　　　　　　　　　出版社　光文社
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校内読書感想文コンクール発表
　夏休みに学生から提出された読書感想文の中から、特に良いものを選び、校内順位を決めました。

本年度の優秀作品上位３位は次の作品です。

第１位 「悪魔の飽食」を読んで　　　　　　　　　　１年２組　香本　賢吾

第２位 「さよならが、いえなくて」を読んで　　　　１年１組　川崎　万里奈

第３位 「世界がもし百人の村だったら」を読んで　　１年４組　小幡　快之介

第１位
１年２組　香本　賢吾



　私は、昔から本とテレビは欠かさずチェックしてい

た、夜回り先生こと水谷修先生の本を今回選んだ。な

ぜこの本を選んだかと言うと、「ドラッグ・薬物の怖

さ」を知ると同時に、「命の大切さ」を実感し、またこ

の本を多くの人に読んで欲しかったからである。

　ある日水谷先生の元に長文の手紙が届いた。ドラッ

グを断ちたいと心底願った文だ。この送り主が少女

ジュンである。ジュンはドラッグなしでは生きられな

いほど乱用を続け、いわゆる 「薬物依存症」 になって

いた。そんな自分は救われたくて、水谷先生に頼った

のだ。

　ジュンはもともと血管が細かった。それにも関わら

ず、わざわざお風呂に入ってまで血管を浮き出たせ、

針を刺しクスリを打つのだ。

　どうしてそうもクスリに頼るのだろう。日頃それな

りに楽しい生活を送っている自分には、全く理解でき

ない行為だ。薬物なんて気持ち悪い、しても何の意味

もない、ただ自分自身をボロボロにするだけのものだ｡

大体の人はこう思っているだろう。もちろん私もそう

思っていた。

　でもこの本を読む事で、なぜクスリに手を出してし

まうのか、なぜやめられないのかがよくわかった。な

ぜならばジュンの心情がそのまま本になっていたから

だ。

　ジュンも薦められていなければ、クスリに手を出す

ことは無かっただろう。要は、心の強さ、心の持ちよ

うなのだ。毎日毎日何の変化も無い日々から抜け出し

たくなる事は誰にでもある。そのキッカケが薬…心が

弱いのだ。だからやめることが出来ず人に頼ること

に……

　水谷先生は真剣にジュンの話を聞き、力強く支え

た。支え続けていた。でも、この支え、やさしさにつ

い甘えてしまい、また薬に手を出してしまうジュン。

悪循環だ。水谷先生に暇など無い。毎日全国の薬をや

めたいと願う人からの相談を受けている。先生と連絡

が取れない内に、また薬に手を出して…

　次第にジュンは薬と共に死にたい、とまで考えるよ

うになる。

　私はこの場面のジュンが許せなかった。

　ほぼ１年前、４９歳で生きたくても全身にガンがま

わって親戚が亡くなった。生きたくて生きたくて、キ

ツい治療にも必死で耐え、強い副作用で髪がすべて抜

け落ちてもみんなの前で、「大丈夫だよ」とがんばって

いた。それでも死んだのだ。どうしてこんなに生きよ

うとしても生きられない人が居る中で、自ら命を絶と

うとするのか。全く理解できなかった。４９歳でも若

い。それに比べてジュンはまだ１８歳。この先幸せが

待っているかもしれない。薬から逃れて、普通に過ご

せるかもしれない。そんな希望も持たないのだ。これ

を許せる人はいるだろうか。

　水谷先生も私と同じ考えだったのだろう。ジュンが

死んだら悲しむ人が居ること、意味の無い死だという

ことを必死に伝えた。

　助けてくれる人。救ってくれる人。支えてくれる人

は、時に意思を弱くさせてしまう。

　水谷先生の必死さ。ジュンの心境の変化。まさにそ

のままだ。

　薬に逃げること。それは自分の弱さであり意味のな

いこと。ちゃんとした人生、たった一度しかない人生

だ。華やかにすごそう。

　私は絶対に薬に逃げない。

　今でも水谷先生とジュンの交流は続いている。

　　　　　　　　　　著　者　水谷　修/生徒ジュン

　　　　　　　　　　出版社　日本評論社
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第２位
１年１組　川崎　真里奈



　世界がもし百人の村だったら自分はどういう所のど

ういう人間なんだろう、そう思いながらこの本を読ん

だ。

「もし冷蔵庫に食料があり、着る服があり、頭の上に

屋根があり、寝る場所があるならあなたは世界の七十

五パーセントの人たちより幸福で恵まれています｡」

「もしあなたの両親が共に健在で、そして二人がまだ

一緒なら、それはとても稀なことです｡」

　ショックだった。当たり前と思っていたことがいか

にごくわずかな人々の生活だったこと。この事実を

知って自分は本当に恵まれているのだなぁと感じた。

「たくさんの人々に何か自分が出来ることはあるんだ

ろうか｡」

　自分よりつらい生活をしている人がたくさんいる。

だから自分の娯楽とか、生きるために必要じゃないと

思われるすべてを捨てて、そういう人たちに尽くそ

う。こういう考えをしてそれを実行できたならそれは

すばらしいと思う。だけど私自身、ゲームをしたい

し、おいしいものも食べたい。

「なにかしたい｡」

と思う心と、

「自分さえよければいい｡」

そう思う心もある。

　なんだか醜い自分が見えていやな気持ちになる。で

もやっぱり力になりたいと思う。例えばお店によくあ

る募金の箱におつりなんかを入れたりとか、いろいろ

な無駄遣いを減らしてみたりとかしようと思う。それ

で少しでも幸せな生活を送れる人が増えればいいなと

思う。

　この頃つくづく人間はいやな生き物だなぁと思う。

今、地球温暖化や食糧危機とか色々な地球規模の問題

がある。だけど地球上の全生命の未来を脅かすこうい

う問題を考える上で自分や自国の利益を考えてしまう

だろう。

　「国」 なんてシステムが無ければいいのにと思う。

村とか国とかいう利益を求める集団にいたから今の恵

まれた自分も居るのだろうけど、やっぱりお金とかそ

ういう利益を求めるためだけじゃなくてみんなで、全

世界の生命で助け合いながら未来を創っていけたらど

んなにいいか、と思う。人と、周りと比べるばかりし

て全体が見えなくなるのはいやだなと思う。もう宗教

とか民族とか国とかを考えずに、みんなで考えていか

ないといけないと思う。人間は競争ばかりの社会しか

創ることが出来ないのかと思うといやになる。自分も

その人間の中の一人なのだからますますいやになる。

こんな社会を少しでも変えることが出来たらなと思う｡

そんな大きな力は持っていないけれど何かしたいと思

う。何かするためにはまずこの世界のことをもっと知

らないといけないと思う。なにが問題か分からないの

になにかができるわけがないと思うからだ。ニュース

を見るようにしたりインターネットで調べてみたいと

思う。専門家のような知識は身につかないと思うけど

少しでも理解できるようにがんばっていきたいと思

う。また、少しでも考える人が増えたらいいなと思

う。世界中のみんなが考えるようになれば社会が変わ

るかもしれないし、そうなって欲しいと思う。一般的

に見たら「いいこと」なのかもしれないけど。「ほめて

もらいたい」 とかじゃなくて 「何か力になりたい」 っ

て思うところからみんなで考えたらいいなと思う。自

分に何が出来るのかまだ分からないけどこれから考え

ていこうと思う。

　こういうことは別に恵まれない人たちだけとかじゃ

なくて身近な事も同じだと思う。困っている人がいた

ら力になってあげようと思う心が大切だと思う。

　この本を読んで、世界の知らなかったいろいろなこ

とがたくさん分かった。知らなかった世界。知らな

かった問題。知らなかった幸福。この本に出会えて本

当によかった。

　　　　　　　　　　　　　著　者　池田香代子

　　　　　　　　　　　　　出版社　マガジンハウス

津 山 高 専 図 書 館 だ よ り 第36号

― 9 ―

第３位
１年４組　小幡　快之介

第１位　１年２組　香本賢吾君
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　僕は一年のときも図書委員だったのですが、そのと

きの役割分担でブックハンティングというのを聞い

て、どんなことをするのだろうと思ったのです。学生

が自分達で本屋に行って直接選ぶのだと説明されてと

てもおもしろそうでやってみたいなと思いました。で

も他に希望者がとても多く、そのときはなれず、２年

のときは他の人が図書委員になったので、３年になっ

てやっと行けるようになってうれしかったです。

　ブックハンティングは、津山ブックセンター本店と

岡山の紀伊国屋にいくのですが、僕は両方行きました｡

　紀伊国屋に行ったときは、本がとても多くどこから

見て回ればいいのか困りました。でも前から気になっ

ていた本を少しリストアップしていたので、最初にそ

の本を見つけてどんどん書いていきました。ブックハ

ンティングは気に入った本の名前とか著者とかを紙に

　図書委員会では、今年度もブックハンティングの予

算増加を目的とした古本市を弥生祭にて開催しまし

た。

　先生方から回収した本と昨年度までに売れ残った本

を定価の１割で販売しました。来客数は合計で約５６７

人で、売上げは１４，５９０円で昨年度より増えました。

来客数は２日間とも午前中に２００人以上と集中してお

り、この時間帯に担当だった図書委員は大忙しだった

でしょう。また、今年度は準備の際に弥生祭実行委員

との交渉を失念していたため、パンフレットに情報が

掲載されず、店の場所も３階の端っことなってしまい

ましたが、それでも、これだけの人が来てくれたのは

うれしいことでした。ただ、スタンプラリーがないせ

いで感想があまり聞けなかったのは残念でした。

　売上冊数は１日目の午前中の１０５冊が最高で、その

後は３０、２０、１０冊と下がる一方でした。これは例

年と同様、専門書の割合が多く、それ以外の本のほん

書くのですが、それがなかなかめんどうくさく、常に

バインダーを持って歩き回っていたので、他のお客さ

んや店員さんが不審に思ったかもしれません。自分が

欲しかった本がけっこうあったのでよかったです。

　津山ブックセンターは、紀伊国屋で見つからなかっ

た本などを書いたのですが、やっぱり紀伊国屋よりは

少なかったです。でも、紀伊国屋から、津山ブックセ

ンターに行く間がけっこうあいていたので、その間に

でた本が何冊かあり、その中でおもしろそうなのをい

くつか書きました。

　ブックハンティングに行って、やっぱり自分達で選

んだ本が図書館に並ぶというのはおもしろいことだと

思いました。皆さんもぜひ僕たちが選んだ本を読んで

みてください。

とんどが最初で売れてしまったためだと思われます。

　僕は委員会活動に参加するのは今回が初めてのこと

で、その上、寮生であることから会場責任者をまかさ

れてしまいました。古本市担当の先生が大変多忙で

あったことから、なかなか計画を立てることができず､

責任者が決定したのも弥生祭５日前となってしまい、

実際にやったことは弥生祭での準備、片付けと物品管

理だけでしたが、それだけでもわからないことばかり

でした。そんな僕でも、責任者を無事につとめること

ができたのは、先生方や前年度の古本市を経験した先

輩の協力があったからです。今回の体験は、他の委員

会活動や学校行事へ参加するいいきっかけとなりまし

た。

　最後になりましたが、ご来場いただいた皆様、古本

を提供してくださった先生方、誠にありがとうござい

ました。来年度にもこのような機会がございました

ら、どうぞよろしくお願いします。
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機械工学科３年　大西　太郎

電気電子工学科３年　渡邊　崇雅



　読書会とは、図書館の活性化に貢献することを目的

として発足した行事です。第１回読書会では、図書に

関心を持ってもらうために、寸劇や昔話の出来た生い

立ちなどを調べて発表しました。しかし、残念ながら

観客は１人しかいませんでした。

　皆さんは、図書についてどうお考えですか？本は、

私たちが生まれるよりずっと前に生まれたものが沢山

あります。いわば人生の大先輩です。何か自分の人生

で躓くことがあったら、ちょっと黄ばんだり破れてい

るような本を取り出して読んでみてください。きっと

答えが見つかるはずです。

　人の一生は実に短いですが、本の一生はとても長い

です。その本を必要とする人がいなくなるまで生き続

けます。そして、同じことをループで繰り返し、何万

回でも語り続けます。あなたも、ｎ回目のループ変数

となって本に手垢を出力してください。

　これが、私たちが言いたいことです。これで、第１

回目の読書会を終わります。
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機械工学科５年　大井　和彰
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図書館アンケート結果図書館アンケート結果
10月下旬から11月中旬にかけて行った、図書館アンケートの結果を以下のようにをまとめました。

◆小説･専門書
順 位 書 名 著作者 出版社

１ 位 涼宮ハルヒ　シリーズ 谷川流 角川スニーカー文庫

２ 位 半分の月がのぼる空　シリーズ 橋本紡 電撃文庫

３ 位 僕はイーグル　シリーズ 夏見正隆 徳間書店

４ 位 狼と香辛料 支倉凍砂 電撃文庫

５ 位 キノの旅　シリーズ 時雨沢恵一 電撃文庫

とらドラ ！ 竹宮ゆゆこ 電撃文庫

７ 位 空の境界 奈須きのこ 講談社

８ 位 ハリーポッター　シリーズ Ｊ・Ｋ・ローリング 静山社

デュアン・サーク　シリーズ 深沢美潮 電撃文庫

10 位
書 名 著作者 出版社 書 名 著作者 出版社

北欧神話 Ｐ・コラム 岩波書店 リバーズエンド 橋本紡 電撃文庫

三国志 羅 貫中 岩波書店 アリソン 時雨沢恵一 電撃文庫

流れ星が消えないうちに 橋本紡 新潮社 リリアとトレイズ 時雨沢恵一 電撃文庫

博士の愛した数式 小川洋子 新潮社 missing 甲田学人 電撃文庫

きみに読む物語 ニコラス・スパークス 新潮社 フォーチュン・クエスト　シリーズ 深沢美潮 電撃文庫

灼眼のシャナ 高橋弥七朗 電撃文庫 史記 司馬遷 徳間書店

猫の地球儀 秋山瑞人 電撃文庫 食卓にビールを　シリーズ 小林めぐみ 富士見ミステリー文庫

イリヤの空ＵＦＯの夏 秋山瑞人 電撃文庫

26 位
書 名 著作者 出版社 書名 著作者 出版社

仮面ライダー響鬼―明日への指針 石ノ森章太郎 朝日ソノラマ エラゴン ソニー・マガジンズ

ゼロの使い魔 ヤマグチノボル MF文庫 王様の速読術 斉藤 英治 ダイヤモンド

くじびきアンバランス 浜崎達也 MF文庫 スイッチ さとう さくら 宝島社

ブレーキ 山田 悠介 角川書店 できる人とできない人の小さな違い ジェフ・ケラー

青の炎 貴志 祐介 角川書店 Shift ～シフト～ うえお久光 電撃文庫

ドグラ・マグラ 夢野久作 角川書店 海の底 有川浩 電撃文庫

.hack　シリーズ 浜崎達也他 角川スニーカー文庫 空の中 有川浩 電撃文庫

レンタルマギカ 三田誠 角川スニーカー文庫 図書館戦争 有川浩 電撃文庫

機動戦士ガンダムSEED 後藤リウ 角川スニーカー文庫 ブギーポップ　シリーズ 上遠野浩平 電撃文庫

お・り・が・み　シリーズ 林トモアキ 角川スニーカー文庫 終わりのクロニクル　シリーズ 川上稔 電撃文庫

戦闘要塞マスラヲ　シリーズ 林トモアキ 角川スニーカー文庫 都市　シリーズ 川上稔 電撃文庫

ブレイブストーリー 宮部みゆき 角川文庫 キーリ　シリーズ 壁井ユカコ 電撃文庫

ダヴィンチ・コード ダン・ブラウン 角川文庫 バッカーノ　シリーズ 成田良悟 電撃文庫

金田一耕助シリーズ 横溝正史 角川文庫 越佐大橋　シリーズ 成田良悟 電撃文庫

時をかける少女 筒井康隆 角川文庫 世界の中心針山さん　シリーズ 成田良悟 電撃文庫

蹴りたい背中 綿矢 りさ 河出書房新社 ＥＧコンバット　シリーズ 秋山瑞人 電撃文庫

明日への指針 佼成出版他 先輩とぼく 沖田雅 電撃文庫

Summer Snow 小松　江里子 講談社 撲殺天使ドクロちゃんです おかゆまさき他 電撃文庫

出口のない海 横山 秀夫 講談社 双頭の悪魔 有栖川有栖 東京創元社

絡新婦の理 京極 夏彦 講談社 月光ゲーム 有栖川有栖 東京創元社

塗仏の宴　シリーズ 京極 夏彦 講談社 ポセイドン ポール・ギャリコ 早川書房

妖怪アパート　シリーズ 香月 日輪 講談社 レッドドラゴン トマス・ハリス 早川書房

 西尾 維新 講談社 ジュラシックパーク マイクル・クライトン 早川書房

異形の花々 石ノ森章太郎 講談社 文学少女　シリーズ 野村美月 ファミ通文庫

魔剣天翔 森博嗣 講談社 Bad Daddy!　シリーズ 野村美月 ファミ通文庫

六人の音波科学者 森博嗣 講談社 ザ・サード 星野亮 富士見ファンタジア文庫

虚空の逆　マトリクス 森博嗣 講談社 封仙娘娘追宝録　シリーズ ろくごまるに 富士見ファンタジア文庫

四季 森博嗣 講談社 　 リリー・フランキー 扶桑社

殺戮にいたる病 我孫子武丸 講談社 翼の折れた天使 Ｙｏｓｈｉ 双葉社

Xの悲劇 エラリー・クイーン 講談社 心霊探偵八雲 神永 学 文芸社

DDD Decoration Disorder 奈須きのこ 講談社 まほろ駅前　多田事件 三浦しをん 文芸春秋

化物語 西尾 維新 講談社 池袋ウエストゲートパーク 石田 衣良 文芸春秋

ひかりをすくう 橋本紡 光文社 ほしのこえ 大場惑他 メディアファクトリー他

天使の梯子 村山 由佳 集英社 連射王 川上稔 メディアワークス

夜のピクニック 恩田 陸 新潮社 ドロップ 品川ヒロシ リトルモア

よくわかる現代魔法　シリーズ 桜坂洋 スーパーダッシュ文庫 海へ帰る日 小池潤 理論社
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◆雑　誌
順 位 書 名 出版社

１ 位 CUSTOM PEOPLE エルビーマガジン社

２ 位 ROAD RIDER 学習研究社

週刊ベースボール ベースボールマガジン社

４ 位 月間バスケットボール 日本文化出版

５ 位 日経ソフトウェア 日経BP社

電撃hp メディアワークス

ソフトテニスマガジン ベースボールマガジン社

週刊アスキー アスキー

◆図書館の過ごし方
順 位 内 容

１ 位 勉 強

２ 位 本を読む

３ 位 本を借りる

４ 位 雑誌・新聞を読む

５ 位 DVD・ビデオを見る

６ 位 レポート

７ 位 暇つぶし

貸し出しランキング (平成18年4月1日～平成19年1月30日)

順位 資料名 巻次 編著者・監督 分類

1 21 [DVD] ハリーポッターと炎のゴブレット Newell, Mike

2 15 [DVD] デイ・アフター・トゥモロー Emmerich, Roland

15 [DVD] ハウルの動く城 宮崎 駿 

4 11 数学検定問題集準1級 日本数学検定協会

5 10 [DVD] 偶然にも最悪な少年 グ スーヨン

10 数検の完全対策 1～3級 日本数学検定協会

10 ダ・ヴィンチ・コード 上 Brown, Dan 

8 9 たばこを吸ってなぜ悪い 楊 伯卿 ∥ 著

9 さらば、たばこ社会 伊佐山 芳郎

9 [DVD] トロイ  

9 [DVD] Back to the future [1]  

9 大学1・2年生のためのすぐわかる演習物理 前田 和貞 

9 さおだけ屋はなぜ潰れないのか? 山田 真哉

9 大学1・2年生のためのすぐわかる物理 前田 和貞 

15 8 タバコはこんなに害になる 平山 雄

8 [DVD] ターミネーター3 Mostow, Jonathan

8 数学検定問題集2級 日本数学検定協会

8 数学検定問題集準2級 日本数学検定協会

8 新編高専の化学 笹本 忠

20 7 学校の先生には視えないこと 藤井 誠二 

7 [DVD] 紅の豚 宮崎 駿 

7 ダ・ヴィンチ・コード 下 Brown, Dan 

7 HSP2.55 Windows95 おにたま

7 教養の線形代数 村上 正康

7 新Visual C++6.0入門 ビギナー編 林 晴比古 
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平成１８年度 図書館利用状況

図書館の開館時間と貸出冊数および貸出期間について
開館時間

平 日
０８：３０～２１：００ （春季・夏季・冬季の各休業期間中および学年末試験終了後から学年末休業
の間は８：３０～１７：００）

土 曜 日
１３：００～１７：００ （春季・夏季・冬季の各休業期間中および学年末試験終了後から学年末休業
の間は閉館）

定期試験直前と試験期間中の土曜日・日曜日及び国民の祝日 １３：００～２１：００

開 館 日

国民の祝日に関する法律に規定する休日、日曜日及び年末年始 （必要あるときは変更することがある）

貸出冊数

学 生 ５冊まで２週間 （卒業研究に必要とする場合は別に５冊まで１か月）

教 職 員 ５冊まで１か月

編集後記
　今年は『学生が使える図書館だより』をコンセプトに、編集部が新たにコンテンツを増やし

たり、アンケートによる皆様のご協力を仰いだりしました。

　近年、若者の活字離れが進行していると言われていますが、どうか皆様には本を読んで欲し

いです。口で表しきれないような素敵な感情が芽生えてくるはずです。

　単なる学校の配布冊子ではなく、一冊の本でありたい・・・この図書館だよりにはそんな思

いが込められています。

　貴方に素敵な一冊を・・・

●編集･レイアウト　大西規雄／中平希／　　　　　　　　　　　　　　●発行所　岡山県津山市沼624-1 　　　
　　　　　　青木邦生／三宅佑磨／守屋建人／山本裕子　　　　　　　　　津山工業高等専門学校

●デザイン・印刷　かねしま印刷　　　　　　　　　　　　　　　　　●発　行　平成19年３月８日　初版発行


